
徳島市応神小学校

１ 学校の概要

① 児童数 １９２名

② めざす子ども像

・明るくたくましい子ども

・助け合い励まし合う子ども

・よく伸びていく子ども

③ 環境目標・テーマ

～地域の自然を守り「節電・節水」等に努め，

環境を大切にする学校づくり～

２ 行動方針

① 学校における節電や節水に努めます。

② 学校におけるごみの分別に努めます。

③ 学校におけるリサイクル活動を行います。

④ 地域の河川における環境学習に取り組みます。

３ 行動

① 節電や節水のための取り組み

② ごみの分別のための取り組み

３年間の電気と水の使用量

をグラフ化して掲示

環境委員会が校内の節電や

節水をチェックし，その結

果を朝会で発表

エコキャラクターからのお

知らせを掲示

ごみの分別の反省を各学級で

定期的に実施

ごみの分別



③ リサイクル活動のための取り組み

④ 環境学習

４ 具体的効果

◆ 環境委員会が朝会や給食放送で呼びかけたり，節電・節水のポスターや環境コーナーの

掲示したりしたことで，児童・職員の環境問題への意識づけができた。

◆ 各学級では係が中心になって呼びかけ，給食時間や昼休み、清掃時間など晴れていると

きは、不必要な電気を消すようになった。

◆ ごみの分別の状況を各学級で点検し，記録していくことで，分別に対する意識が高まり ,

正しく分別できるようになってきた。

◆ 放送で呼びかけたり，トレイを持って来てくれた児童に環境委員会から「ありがとうカ

ード」を渡したりしたことから，継続的にトレイ回収に協力してくれる児童や教職員が増

えた。

◆ 定期的に内部評価を職員や環境委員会を中心に行うことで，児童だけでなく職員の課題

も明らかになり，校内での取り組みの共通理解を図ることができた。

◆ 地域の環境に目を向けることで，今後も取り組んでいくべき課題としてとらえることが

できた。

５ 改善点

◆ 学校や学年便り，ホームページなどを活用して，保護者や地域の方に環境教育について

の理解と協力を呼びかけていきたい。

◆ 環境委員会や特定の学年だけが啓発するのではなく，様々な学年が環境問題について学

んだことや考えたことを学校全体に広めることができるような取り組みをしていきたい。

各学級の雑紙を集める

ボックス

職員室のリサイクル用紙

コーナー

トレイの協力者に環境委員会

から「ありがとうカード」の

手渡し

正 法 寺 川 の 水 の

透視度検査

「正法寺川を考える会」

の活動に参加


